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山

形

西

高

等

学

校

演

劇

部

平

成

二

十

六

年

度

大

会

参

加

作

品

『

さ

く

ら

な

が

る

る

』

（

完

全

版

）

作

、

佐

藤

俊

一

時

プ

ロ

ロ

ー

グ

現

在

１

場

昭

和

二

十

二

年

五

月

２

場

昭

和

十

九

年

二

月

～

秋

３

場

昭

和

二

十

一

年

夏

４

場

昭

和

二

十

二

年

秋

５

場

昭

和

二

十

年

三

月

～

四

月

エ

ピ

ロ

ー

グ

現

在

所

山

形

市

香

澄

町

横

町

南

山

形

第

一

高

等

女

学

校

の

前

（

５

場

の

み

神

奈

川

県

川

崎

市

勤

労

動

員

先

の

寮

）
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人

物

語

り

手

ユ

キ

・

ワ

イ

ン

バ

ー

グ

（

進

駐

軍

将

校

の

娘

）

エ

リ

ザ

ベ

ス

（

進

駐

軍

兵

士

）

柴

田

か

よ

（

昭

和

二

十

二

年

度

五

年

生

）

乾

洋

子

（

昭

和

二

十

二

年

度

五

年

生

）

橋

本

チ

エ

（

昭

和

二

十

二

年

度

五

年

生

）

中

沢

光

代

（

十

八

歳

、

二

十

一

歳

）

小

林

（

昭

和

十

八

年

度

四

年

生

）

早

坂

（

昭

和

十

八

年

度

四

年

生

）

佐

藤

（

昭

和

十

八

年

度

四

年

生

）

松

島

（

昭

和

十

九

年

度

四

年

生

、

川

崎

で

被

災

）

荒

木

（

昭

和

十

九

年

度

四

年

生

、

川

崎

で

被

災

）

瀧

口

（

昭

和

十

九

年

度

四

年

生

、

川

崎

で

被

災

）

伊

東

（

昭

和

十

九

年

度

四

年

生

、

川

崎

で

被

災

）

金

田

（

松

島

ら

と

同

学

年

の

生

徒

）

女

（

校

舎

焼

け

跡

に

立

つ

娼

婦

）

ユ

キ

の

母

生

徒

た

ち

（

川

崎

の

戦

災

を

免

れ

た

生

徒

を

含

む

）
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【

プ

ロ

ロ

ー

グ

】

幕

開

く

舞

台

に

は

二

、

三

人

の

部

員

が

い

る

。

部

長

ら

し

き

生

徒

の

合

図

で

部

員

た

ち

が

集

ま

り

、

円

陣

を

作

っ

て

掛

け

声

。

部

員

た

ち

退

場

し

て

溶

暗

。

語

り

手

に

ス

ポ

ッ

ト

語

り

手

本

日

は

こ

の

よ

う

に

多

く

の

方

に

ご

来

場

い

た

だ

き

、

ま

こ

と

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

た

だ

い

ま

よ

り

上

演

し

ま

す

作

品

は

、

私

た

ち

の

学

校

の

前

身

で

あ

る

山

形

第

一

高

等

女

学

校

の

、

昭

和

十

九

年

か

ら

昭

和

二

十

二

年

ま

で

の

四

年

間

の

出

来

事

を

も

と

に

し

て

作

っ

た

も

の

で

す

。

い

ろ

い

ろ

お

見

苦

し

い

、

ま

た

お

聞

き

苦

し

い

所

も

あ

る

か

と

は

思

い

ま

す

が

、

ど

う

ぞ

最

後

ま

で

ご

覧

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

語

り

手

さ

て

、

第

１

場

は

昭

和

二

十

二

年

五

月

、

日

本

が

連

合

軍

に

占

領

さ

れ

て

す

で

に

二

年

、

山

形

に

も

進

駐

軍

の

ア

メ

リ

カ

兵

が

た

く

さ

ん

い

た

頃

の

場

面

で

す

。

場

所

は

山

形

市

香

澄

町

横

町

南

、

山

形

第

一

高

等

女

学

校

。

当

時

、

こ

こ

に

は

五

年

制

の

高

等

女

学

校

と

二

年

制

の

女

子

師

範

学

校

、

そ

の

附

属

小

学

校

、

附

属

幼

稚

園

が

あ

り

ま

し

た

。

お

や

、

誰

か

来

た

よ

う

で

す

ね

。

舞

台

明

る

く

な

る

。

語

り

手

は

そ

の

ま

ま

劇

中

の

人

物

と

な

っ

て

良

い

。
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【

１

場

】

洋

装

の

少

女

と

軍

服

の

女

兵

士

登

場

〔

〕

は

英

語

の

台

詞

ユ

キ

〔

桜

は

も

う

す

っ

か

り

散

っ

て

し

ま

っ

た

わ

ね

。

見

ら

れ

な

く

て

残

念

だ

わ

、

も

っ

と

早

く

、

日

本

に

来

れ

ば

良

か

っ

た

〕

兵

士

〔

そ

う

で

す

ね

。

満

開

の

時

に

は

、

こ

の

通

り

は

花

の

ア

ー

ケ

ー

ド

の

よ

う

で

し

た

よ

〕

ユ

キ

〔

そ

う

。

本

当

に

残

念

だ

わ

。

夏

休

み

前

な

の

に

特

別

に

旅

行

さ

せ

て

も

ら

っ

て

い

る

の

だ

か

ら

、

不

満

は

言

え

な

い

け

れ

ど

ね

。

あ

な

た

に

も

余

計

な

仕

事

を

さ

せ

て

し

ま

っ

て

〕

兵

士

〔

書

類

と

に

ら

め

っ

こ

し

て

い

る

よ

り

、

ず

っ

と

い

い

で

す

よ

〕

高

女

の

生

徒

た

ち

登

場

柴

田

あ

ら

、

ア

メ

リ

カ

だ

。

乾

ア

メ

リ

カ

軍

は

女

の

兵

隊

も

い

る

ん

だ

な

。
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柴

田

女

の

兵

隊

だ

っ

た

ら

、

歯

、

見

せ

で

も

い

い

べ

が

。

乾

女

は

大

丈

夫

だ

べ

。

男

の

兵

隊

の

前

で

は

絶

対

だ

め

だ

が

ら

ね

。

橋

本

日

本

人

で

な

い

が

？

前

の

人

。

乾

ん

で

も

英

語

で

し

ゃ

べ

っ

た

し

、

背

も

、

高

す

ぎ

る

ん

で

な

い

が

。

米

兵

と

ユ

キ

近

づ

い

て

く

る

。

ユ

キ

こ

ん

に

ち

は

。

橋

本

あ

り

ゃ

、

や

っ

ぱ

り

日

本

人

だ

ど

れ

。

三

人

こ

ん

に

ち

は

。

ユ

キ

こ

こ

が

山

形

第

一

高

等

女

学

校

の

跡

で

す

か

？

柴

田

は

い

、

こ

こ

が

第

一

高

等

女

学

校

で

す

。

校

舎

は

焼

け

て

な

く

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

け

ど

、

ま

だ

学

校

は

な

く

な

っ

て

い

ま

せ

ん

。

私

た

ち

は

第

一

高

女

の

生

徒

で

、

五

年

生

で

す

。
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ユ

キ

あ

あ

、

そ

う

で

す

ね

。

建

物

は

な

い

け

れ

ど

、

学

校

は

ま

だ

あ

り

ま

す

ね

。

私

の

言

い

方

が

良

く

な

か

っ

た

で

す

。

ご

め

ん

な

さ

い

。

柴

田

い

い

え

、

さ

す

か

え

な

い

っ

す

。

ユ

キ

さ

す

く

ゎ

…

？

乾

あ

あ

、

方

言

で

、
「

か

ま

い

ま

せ

ん

」

っ

て

い

う

意

味

で

す

。

ユ

キ

そ

う

で

す

か

。

さ

す

か

ー

…

。

橋

本

さ

す

か

え

な

い

。

ユ

キ

さ

す

か

え

な

い

。

…

さ

っ

き

と

少

し

違

い

ま

せ

ん

か

？

橋

本

あ

あ

、

最

後

に

「

す

」

つ

け

る

ん

で

す

。

敬

語

に

な

ん

の

が

な

？

ユ

キ

あ

あ

、

敬

語

…

。

日

本

語

の

敬

語

は

分

か

り

に

く

い

で

す

。

柴

田

東

京

の

人

で

な

い

の

が

っ

す

？
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ユ

キ

私

は

ユ

キ

・

ワ

イ

ン

バ

ー

グ

で

す

。

ユ

キ

と

呼

ん

で

く

だ

さ

い

。

私

の

父

は

、

Ｇ

Ｈ

Ｑ

の

軍

政

部

で

教

育

関

係

を

担

当

し

て

い

ま

す

。

柴

田

ア

メ

リ

カ

人

？

ユ

キ

母

が

日

本

人

な

ん

で

す

。

三

人

あ

あ

。

柴

田

だ

っ

た

ら

二

世

な

の

が

？

乾

父

親

が

ア

メ

リ

カ

人

な

ん

だ

が

ら

二

世

で

な

い

べ

。

日

系

で

な

く

て

米

系

？

ユ

キ

で

も

私

は

ク

リ

ー

ブ

ラ

ン

ド

生

ま

れ

で

日

本

を

知

り

ま

せ

ん

。

だ

か

ら

無

理

を

言

っ

て

父

に

付

い

て

き

た

ん

で

す

。

乾

ク

リ

ー

ブ

ラ

ン

ド

？

ユ

キ

オ

ハ

イ

オ

州

で

す

。

湖

の

そ

ば

。

レ

イ

ク

・

エ

リ

ー

。
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橋

本

五

大

湖

だ

が

。

オ

ン

タ

リ

オ

湖

、

エ

リ

ー

湖

、

ヒ

ュ

ー

ロ

ン

湖

、

ミ

シ

ガ

ン

湖

、

ス

ー

ペ

リ

オ

ル

湖

。

言

え

だ

っ

。

柴

田

お

ら

だ

よ

り

歳

上

だ

べ

が

。

橋

本

ハ

、

ハ

ウ

・

オ

ー

ル

ド

・

ア

ー

・

ユ

ー

？

ユ

キ

セ

ヴ

ン

テ

ィ

ー

ン

、

十

七

歳

で

す

。

柴

田

通

じ

だ

っ

！

橋

本

へ

え

！

お

ら

だ

ど

同

じ

！

大

人

び

で

る

ん

だ

ね

ぇ

ア

メ

リ

カ

人

は

。

後

ろ

の

人

は

？

ま

る

っ

き

り

ア

メ

リ

カ

人

？

ユ

キ

エ

リ

ザ

ベ

ス

は

父

が

私

に

付

け

た

護

衛

で

す

。

リ

ズ

で

い

い

で

す

よ

。

兵

士

ハ

ー

イ

。

三

人

ハ

、

ハ

～

イ

。

橋

本

エ

リ

ザ

ベ

ス

？

（

小

声

で

）

何

だ

が

似

合

わ

ね

名

前

だ

な

。
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柴

田

私

は

柴

田

か

よ

で

す

。

よ

ろ

す

ぐ

お

願

い

し

ま

す

。

乾

乾

洋

子

で

す

。

橋

本

橋

本

チ

エ

で

す

。

ユ

キ

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

少

し

お

話

し

し

ま

し

ょ

う

。

ユ

キ

、

校

舎

跡

の

礎

石

に

腰

掛

け

る

。

生

徒

た

ち

も

座

る

。

エ

リ

ザ

ベ

ス

は

立

っ

て

い

る

。

柴

田

ア

メ

リ

カ

人

て

体

大

っ

き

い

す

ね

。

食

い

物

違

う

が

ら

で

し

ょ

う

ね

。

橋

本

ア

メ

リ

カ

で

は

、

毎

日

牛

乳

飲

ん

で

牛

肉

食

う

ん

で

し

ょ

？

乾

チ

ョ

コ

レ

ー

ト

と

か

キ

ャ

ン

デ

ー

と

か

ケ

ー

キ

と

か

、

い

っ

ぱ

い

あ

る

ん

で

し

ょ

？

生

徒

ら

う

ら

や

ま

す

い

な

あ

ー

。

ユ

キ

（

笑

）

み

な

さ

ん

も

、

ご

飯

と

味

噌

汁

じ

ゃ

な

く

て

パ

ン

と

ミ

ル

ク

に

し

た

ら

大

き

く

な

る

ん

で

し

ょ

う

か

ね

？
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柴

田

ご

飯

は

や

め

ら

ん

な

い

な

。

ユ

キ

・

生

徒

（

笑

）

ユ

キ

こ

の

、

入

り

口

の

門

ま

で

続

く

桜

の

木

、

花

が

咲

い

た

ら

き

れ

い

な

ん

で

し

ょ

う

ね

。

橋

本

ん

ー

、

き

れ

い

だ

よ

ー

。

ユ

キ

ず

っ

と

前

か

ら

あ

る

ん

で

す

ね

？

橋

本

こ

こ

に

学

校

が

で

き

た

時

に

植

え

だ

ん

だ

と

思

う

。

四

十

五

年

前

。

ユ

キ

桜

の

ア

ー

ケ

ー

ド

。

こ

の

学

校

の

生

徒

た

ち

は

み

ん

な

、

こ

の

道

を

通

っ

て

い

た

の

で

す

ね

。

橋

本

ん

だ

ね

っ

す

。

ユ

キ

桜

並

木

と

少

女

た

ち

、

美

し

い

風

景

が

、

目

に

、

浮

か

ぶ

よ

う

で

す

。

私

の

言

い

方

お

か

し

く

な

い

で

す

か

？

乾

お

か

し

く

な

い

で

す

。

ほ

ん

と

に

き

れ

い

で

す

。

き

れ

い

で

し

た

。
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ユ

キ

で

し

た

？

乾

あ

あ

、

正

面

の

校

舎

が

な

ぐ

な

っ

て

、

焼

け

跡

な

の

が

少

し

…

。

そ

れ

よ

り

お

父

さ

ん

が

軍

政

部

の

教

育

担

当

だ

っ

た

ら

、

こ

の

学

校

建

で

直

す

話

、

知

っ

て

ま

す

よ

ね

。

ユ

キ

は

い

。

生

徒

さ

ん

や

先

生

方

が

、

大

変

熱

心

に

お

願

い

に

来

る

と

聞

い

て

い

ま

す

。

柴

田

ん

だ

ら

、

日

飛

（

に

っ

ぴ

）

の

跡

ば

譲

っ

て

も

ら

え

る

ん

だ

が

っ

す

。

ユ

キ

に

っ

ぴ

？

乾

日

本

飛

行

機

株

式

会

社

の

こ

と

で

す

。

ユ

キ

あ

あ

、

練

習

機

を

作

っ

て

い

た

工

場

で

す

ね

。

柴

田

私

ら

、

あ

そ

ご

で

ピ

ッ

・

ピ

ッ

・

シ

ャ

ー

っ

て

。

ユ

キ

？
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乾

三

年

生

の

時

、
勤

労

動

員

で

ヤ

ス

リ

が

け

の

作

業

し

た

ん

で

す

。
今

の

は

そ

の

練

習

の

掛

け

声

。

ユ

キ

へ

え

、

そ

う

な

ん

だ

戦

争

中

は

ア

メ

リ

カ

で

も

た

く

さ

ん

の

女

の

人

が

軍

需

工

場

で

働

い

て

い

た

ん

で

す

よ

。

柴

田

あ

ら

、

な

ん

だ

ア

メ

リ

カ

で

も

同

じ

よ

う

な

ご

ど

し

で

だ

ん

だ

ね

。

ユ

キ

日

飛

の

工

場

は

、

今

は

ア

メ

リ

カ

軍

の

病

院

に

な

っ

て

い

ま

す

。

父

の

話

で

は

、

そ

こ

は

も

う

山

形

県

の

療

養

施

設

に

な

る

予

定

だ

そ

う

で

す

。

柴

田

そ

ご

を

な

ん

と

か

っ

て

お

願

い

し

て

い

る

ん

だ

べ

。

三

浦

さ

ん

ど

ご

の

お

嬢

さ

ん

な

ん

か

、

あ

そ

ご

で

踊

り

ば

見

せ

だ

ん

だ

べ

。

日

本

舞

踊

。

進

駐

軍

の

前

で

。

あ

ん

た

の

お

父

さ

ん

も

い

だ

ん

だ

け

べ

。

ユ

キ

は

い

。

ボ

ー

ガ

ス

教

育

課

長

と

い

っ

し

ょ

に

。

実

は

私

も

見

ま

し

た

。

着

物

で

踊

る

姿

は

と

て

も

美

し

い

も

の

で

し

た

。

後

ろ

に

飾

っ

て

あ

っ

た

ス

ク

リ

ー

ン

も

美

し

か

っ

た

で

す

。

橋

本

ス

ク

リ

ー

ン

？

乾

屏

風

の

ご

ど

だ

べ

が

？
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ユ

キ

私

た

ち

ア

メ

リ

カ

軍

将

校

の

家

族

は

、

こ

の

町

の

方

々

に

招

か

れ

て

、

あ

ち

こ

ち

の

家

で

音

楽

と

か

踊

り

と

か

を

見

せ

て

も

ら

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

、

オ

モ

テ

ナ

ス

、

で

し

た

か

？

生

徒

ら

お

・

も

・

て

・

な

・

し

。
（

な

ん

と

な

く

「

お

も

て

な

す

」

に

聞

こ

え

る

）

ユ

キ

お

も

て

な

、

す

？

柴

田

な

ま

っ

て

っ

ど

れ

。

お

、

も

、

で

、

な

、

す

！

ユ

キ

お

も

で

な

す

？

乾

柴

田

さ

ん

、

あ

ん

た

が

な

ま

っ

て

ん

だ

べ

。
（

笑

）

橋

本

（

小

声

で

）

ア

メ

リ

カ

は

旧

家

の

お

屋

敷

だ

の

立

派

な

家

ば

み

な

接

収

し

て

、

勝

手

に

住

ん

で

る

ん

だ

べ

。

柴

田

進

駐

軍

の

ご

機

嫌

取

り

す

ね

ど

何

も

動

が

ね

な

て

、

情

げ

な

い

っ

た

ら

。

戦

争

は

負

げ

だ

ぐ

な

い

な

、

ほ

ん

て

ん

。

橋

本

私

ら

、

そ

ご

ま

で

し

て

学

校

の

復

興

ば

目

指

し

て

い

る

ん

だ

が

ら

、

日

飛

の

土

地

建

物

、

私

ら

さ

譲

っ

て

け

ろ

。
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ユ

キ

譲

っ

て

く

れ

と

言

わ

れ

て

も

、

決

ま

っ

て

い

る

こ

と

は

な

か

な

か

変

え

ら

れ

な

い

の

だ

と

聞

き

ま

し

た

。

乾

県

か

ら

も

国

か

ら

も

助

け

が

無

く

て

、

私

ら

行

く

と

こ

ろ

が

な

い

ん

で

す

。

こ

こ

は

も

と

も

と

国

の

土

地

だ

か

ら

、

県

立

学

校

は

建

で

ら

ん

な

い

ん

だ

と

か

。

柴

田

ん

で

も

師

範

が

国

立

で

高

女

が

県

立

っ

て

分

げ

ら

っ

だ

の

は

、
四

年

前

で

す

よ

、
昭

和

十

八

年

。

そ

れ

ま

で

四

十

年

間

は

ず

っ

と

一

緒

の

学

校

だ

っ

た

ん

で

す

。

橋

本

高

女

の

方

が

生

徒

も

多

い

し

、

高

女

だ

け

の

寄

付

で

で

ぎ

だ

校

舎

も

あ

っ

た

ん

で

す

。

ユ

キ

い

ろ

い

ろ

事

情

は

あ

る

の

で

し

ょ

う

が

、

今

は

国

に

も

県

に

も

余

裕

が

な

い

の

で

し

ょ

う

。

柴

田

私

ら

あ

の

焼

け

残

っ

た

体

育

館

ば

六

つ

に

仕

切

っ

て

、

真

ん

中

さ

通

り

道

作

っ

て

、

寒

い

中

授

業

受

げ

で

い

る

ん

だ

が

ら

。

橋

本

ん

だ

。

狭

い

し

、

天

井

な

い

が

ら

、

隣

の

教

室

の

授

業

ま

る

の

ま

ん

ま

聞

こ

え

る

ん

だ

。

ユ

キ

さ

ぞ

不

便

な

こ

と

で

し

ょ

う

。

け

れ

ど

、

こ

の

学

校

を

焼

い

た

の

は

ア

メ

リ

カ

軍

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

こ

の

町

は

空

襲

を

受

け

な

か

っ

た

ん

で

す

よ

ね

。
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柴

田

ん

だ

、

空

襲

警

報

は

何

回

も

聞

い

だ

け

ど

な

。

ユ

キ

そ

れ

な

の

に

、

こ

の

学

校

だ

け

が

焼

け

て

無

く

な

っ

て

い

る

の

は

、

な

ぜ

で

す

か

？

三

人

…

。

ユ

キ

あ

な

た

が

た

と

同

じ

、

こ

の

学

校

の

生

徒

が

焼

い

た

の

で

し

ょ

う

？

橋

本

知

っ

て

だ

の

が

…

。

乾

校

舎

を

焼

い

た

の

は

、
高

女

で

は

な

く

て

師

範

の

生

徒

で

す

。
高

女

の

責

任

で

は

な

い

ん

で

す

。

ユ

キ

師

範

も

高

女

も

同

じ

学

校

だ

っ

た

の

で

し

ょ

う

？

そ

の

生

徒

が

な

ぜ

自

分

の

学

校

を

焼

い

た

の

で

す

か

？

私

に

は

分

か

り

ま

せ

ん

。

あ

な

た

が

た

は

知

っ

て

い

ま

す

か

？

乾

知

り

ま

せ

ん

。

ユ

キ

み

な

さ

ん

、

実

は

私

、

推

理

小

説

が

大

好

き

な

ん

で

す

。

そ

し

て

、

今

の

話

に

も

と

て

も

興

味

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

人

が

ど

う

し

て

罪

を

犯

し

た

の

か

、

あ

る

い

は

無

実

な

の

か

、

真

実

を

知

り

た

い

で

す

。
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乾

あ

ん

た

に

は

関

係

な

い

ん

だ

が

ら

、

か

ま

わ

な

い

で

く

だ

さ

い

。

ユ

キ

で

も

、

今

な

ら

Ｇ

Ｈ

Ｑ

の

力

で

調

べ

る

こ

と

が

で

き

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

よ

。

柴

田

そ

だ

な

暇

が

あ

っ

た

ら

、

学

校

建

で

ら

れ

る

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い

、

学

校

。

ユ

キ

お

も

し

ろ

い

と

思

う

ん

だ

け

ど

な

あ

。

乾

お

も

し

ろ

半

分

で

関

わ

ら

な

い

で

く

だ

さ

い

。

ユ

キ

ま

あ

い

い

わ

。

で

も

あ

な

た

が

た

に

と

っ

て

、

こ

の

校

舎

の

焼

け

跡

は

心

の

傷

に

な

っ

て

い

る

よ

う

で

す

ね

。

い

っ

そ

の

こ

と

、

こ

の

町

も

空

襲

を

受

け

て

町

全

体

が

焼

け

て

し

ま

え

ば

、

傷

跡

も

目

立

た

な

く

な

っ

て

い

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

柴

田

な

に

、

山

形

も

空

襲

さ

っ

だ

ら

良

が

っ

た

て

が

。

い

乾

そ

れ

は

少

し

ひ

ど

い

ん

で

な

い

で

す

か

。

ユ

キ

一

つ

の

「

例

え

」

で

す

よ

。

気

に

触

っ

た

の

な

ら

謝

る

わ

。
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柴

田

「

例

え

」

っ

て

、

あ

ん

た

ね

、

橋

本

ア

メ

リ

カ

の

爆

撃

で

ど

れ

だ

げ

の

人

が

殺

さ

っ

だ

が

。

東

京

も

仙

台

も

焼

け

野

原

だ

べ

。

第

一

高

女

だ

て

、

川

崎

で

六

人

も

死

ん

で

る

ん

だ

が

ら

。

忘

れ

で

ね

え

べ

。

ま

だ

二

年

し

か

た

っ

て

ね

ん

だ

よ

。

乾

忘

れ

で

な

ん

か

、

い

ね

。

忘

れ

ら

ん

な

い

ず

。

ユ

キ

日

本

人

は

本

当

に

論

理

的

で

な

い

で

す

ね

。

乾

あ

な

た

も

、

半

分

は

日

本

人

の

血

が

流

れ

て

い

る

ん

で

し

ょ

う

。

ア

メ

リ

カ

西

海

岸

の

日

系

人

は

、

ア

メ

リ

カ

国

籍

を

持

っ

て

い

て

も

強

制

収

容

所

に

入

れ

ら

れ

た

っ

て

聞

い

た

け

ど

、

あ

な

た

は

東

海

岸

で

ア

メ

リ

カ

人

と

し

て

の

う

の

う

と

暮

ら

し

て

い

た

っ

て

わ

け

ね

。

そ

の

間

に

、

Ｂ

は

日

本

の

母

親

や

子

ど

も

の

上

に

焼

夷

弾

を

降

ら

せ

て

い

た

の

よ
！

29

私

た

ち

が

あ

な

た

た

ち

に

何

を

し

た

っ

て

言

う

の
！

エ

リ

ザ

ベ

ス

、

ユ

キ

の

前

に

出

て

腰

の

拳

銃

に

手

を

か

け

る

。

ユ

キ

そ

の

と

お

り

で

す

。

私

も

母

も

、

日

本

人

だ

と

い

う

こ

と

で

収

容

所

に

入

れ

ら

れ

る

よ

う

な

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。
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私

た

ち

の

国

と

あ

な

た

が

た

の

国

は

戦

っ

た

。

あ

な

た

方

は

ハ

ワ

イ

の

真

珠

湾

を

攻

撃

し

た

。

ア

ジ

ア

か

ら

イ

ギ

リ

ス

や

フ

ラ

ン

ス

、

オ

ラ

ン

ダ

を

追

い

出

し

た

。

世

界

中

を

敵

に

回

し

て

勝

て

る

と

思

っ

た

の

？

国

民

全

部

が

名

誉

の

た

め

に

死

ぬ

覚

悟

だ

っ

た

の

？

あ

り

得

な

い

、

考

え

ら

れ

な

い

。

正

気

じ

ゃ

な

い

わ

。

乾

真

珠

湾

っ

て

ア

メ

リ

カ

太

平

洋

艦

隊

の

基

地

で

し

ょ

。

軍

人

は

そ

り

ゃ

あ

た

く

さ

ん

死

ん

だ

で

し

ょ

う

。

で

、

民

間

人

は

何

人

亡

く

な

っ

た

の

？

ユ

キ

五

十

七

人

だ

っ

た

か

し

ら

。

橋

本

五

十

七

人

！

あ

ん

た

、

日

本

人

は

空

襲

で

何

人

民

間

人

が

死

ん

だ

か

知

っ

て

ん

の

？

ユ

キ

さ

あ

、

は

っ

き

り

は

言

え

ま

せ

ん

が

…

沖

縄

や

原

子

爆

弾

も

入

れ

て

、

数

十

万

人

…

で

し

ょ

う

か

。

橋

本

は

っ

、

五

十

人

と

五

十

万

人

だ

っ

た

ら

、

日

本

人

の

命

の

重

さ

は

ア

メ

リ

カ

人

の

命

の

一

万

分

の

一

し

か

な

い

っ

て

わ

げ

だ
！

何

の

ご

ど

は

な

い

、

人

種

差

別

だ

べ

。

柴

田

や

め

ろ

っ

て

、

橋

本

さ

ん

も

乾

さ

ん

も

。

今

そ

だ

な

ご

と

言

っ

て

何

に

な

ん

の

。

ユ

キ

〔

レ

イ

シ

ズ

ム

…

〕
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兵

士

〔

大

丈

夫

で

す

か

〕

ユ

キ

〔

え

え

、

も

ち

ろ

ん

〕

兵

士

〔

表

面

は

従

順

そ

う

に

見

え

て

も

、

日

本

人

の

心

の

底

に

は

私

た

ち

に

対

す

る

敵

意

が

あ

る

よ

う

で

す

ね

〕

ユ

キ

〔

当

然

で

し

ょ

う

、

あ

れ

だ

け

の

戦

争

を

し

た

相

手

な

の

だ

も

の

〕

（

生

徒

ら

に

）

自

分

の

生

ま

れ

た

国

と

母

の

生

ま

れ

た

国

と

が

戦

争

し

て

い

る

こ

と

は

、

私

に

と

っ

て

と

て

も

難

し

い

複

雑

な

問

題

で

し

た

。

そ

し

て

そ

の

答

は

ま

だ

出

て

い

ま

せ

ん

。

で

も

、

も

う

戦

争

は

終

わ

っ

た

の

。

嫌

な

話

は

や

め

ま

し

ょ

う

。

乾

少

し

言

い

過

ぎ

ま

し

た

。

ご

め

ん

な

さ

い

。

橋

本

あ

ん

た

が

爆

撃

し

た

わ

け

で

も

な

い

も

の

ね

。

ユ

キ

気

に

し

な

い

で

く

だ

さ

い

。

そ

れ

よ

り

、

こ

の

、

あ

な

た

が

た

の

学

校

の

こ

と

を

も

っ

と

聞

か

せ

て

く

だ

さ

い

。

あ

な

た

が

た

の

都

合

の

い

い

時

で

い

い

で

す

か

ら

。

何

か

お

手

伝

い

で

き

る

こ

と

が

あ

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

よ

。
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乾

ん

だ

ね

、

今

ぐ

ら

い

の

時

間

だ

ど

い

つ

で

も

空

い

て

い

る

か

ら

、

こ

の

辺

さ

来

て

く

だ

さ

い

。

学

校

の

再

建

に

も

何

か

い

い

道

が

な

い

か

相

談

に

乗

っ

て

け

っ

ど

あ

り

が

た

い

な

。

ユ

キ

分

か

り

ま

し

た

。

ま

た

明

日

来

ま

す

。

柴

田

帰

っ

べ

は

。

三

人

さ

よ

う

な

ら

。

ユ

キ

さ

よ

う

な

ら

。

ま

た

お

話

し

し

ま

し

ょ

う

ね

。

生

徒

た

ち

去

る

。

兵

士

〔

私

た

ち

も

帰

り

ま

し

ょ

う

〕

ユ

キ

〔

ね

え

、

リ

ズ

〕

兵

士

〔

何

？

〕

ユ

キ

〔

私

は

ア

メ

リ

カ

人

？

そ

れ

と

も

日

本

人

？

〕
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兵

士

〔

私

が

ア

メ

リ

カ

人

で

あ

る

よ

う

に

、

あ

な

た

も

正

真

正

銘

の

ア

メ

リ

カ

人

で

す

よ

〕

ユ

キ

〔

あ

り

が

と

う

〕

（

ユ

キ

の

回

想

）

溶

暗

ユ

キ

の

母

登

場

後

、

ス

ポ

ッ

ト

入

る

ユ

キ

ね

え

、

マ

マ

。

マ

マ

は

ア

メ

リ

カ

人

？

日

本

人

？

母

マ

マ

は

ア

メ

リ

カ

人

よ

。

ユ

キ

マ

マ

の

顔

は

日

本

人

。

母

日

本

で

生

ま

れ

た

の

だ

も

の

。

ユ

キ

近

所

の

人

が

、

マ

マ

の

こ

と

を

指

さ

し

て

「

ジ

ャ

ッ

プ

」

と

言

っ

て

い

た

わ

。

母

そ

う

。

ユ

キ

学

校

で

は

、

私

も

そ

う

呼

ば

れ

る

の

。
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母

…

ユ

キ

。

ユ

キ

顔

も

言

葉

も

日

本

人

と

同

じ

。

日

本

へ

帰

れ

と

言

わ

れ

る

け

れ

ど

、

私

は

日

本

を

知

ら

な

い

。

卑

怯

で

醜

く

て

、
残

忍

で

愚

か

な

ジ

ャ

ッ

プ

が

海

の

向

こ

う

で

好

き

勝

手

し

て

い

る

ん

だ

っ

て

。

で

も

、

私

の

知

っ

て

い

る

日

本

は

マ

マ

、

あ

な

た

だ

け

。

マ

マ

、

私

は

ど

こ

に

い

れ

ば

い

い

の

？

母

こ

こ

が

ユ

キ

と

私

の

国

よ

。

戦

争

さ

え

終

わ

れ

ば

誰

も

そ

ん

な

こ

と

は

言

わ

な

く

な

る

わ

。

ど

こ

に

も

い

か

な

い

で

マ

マ

の

そ

ば

に

い

て

。

ユ

キ

マ

マ

の

生

ま

れ

た

国

が

私

の

ル

ー

ツ

な

ら

、

私

は

そ

こ

を

知

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

回

想

終

わ

り

）

溶

暗

語

り

手

第

２

場

は

四

年

前

に

も

ど

り

、

ま

だ

戦

争

中

の

昭

和

十

九

年

二

月

、

学

校

が

焼

け

て

し

ま

っ

た

直

後

の

場

面

で

す

。
臨

時

休

校

に

な

っ

た

間

に

生

徒

た

ち

が

焼

け

跡

の

片

付

け

を

し

て

い

ま

す

。

【

２

場

】溶

明
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生

徒

た

ち

登

場

冬

の

身

支

度

で

焼

け

跡

の

片

付

け

を

し

て

い

る

。

軍

手

、

道

具

（

鍬

や

ス

コ

ッ

プ

、

ザ

ル

等

）

を

持

っ

て

い

る

生

徒

も

い

る

。

小

林

み

な

焼

げ

で

し

ま

っ

て

。

…

い

や

、

ま

だ

焦

げ

臭

い

ず

ね

。

早

坂

毎

日

焼

け

跡

の

片

付

げ

で

、

手

も

顔

も

洗

う

ど

洗

面

器

の

水

真

っ

黒

ぐ

な

ん

の

。

小

林

ん

で

も

、

周

り

の

家

さ

火

移

ら

ね

で

良

が

っ

た

よ

ね

。

い

早

坂

ん

だ

ね

ー

、

水

出

ね

く

て

困

っ

て

、

一

回

掛

け

た

水

の

流

れ

て

き

た

や

つ

ば

汲

ん

で

ま

だ

掛

け

た

り

し

た

ん

だ

も

の

ね

。

よ

ぐ

移

ら

ね

っ

け

よ

ね

ー

。

小

林

期

末

テ

ス

ト

、

延

期

さ

っ

だ

け

ど

、

い

づ

す

る

ん

だ

べ

。

佐

藤

そ

れ

よ

り

私

ら

四

年

生

は

、

あ

ど

一

年

、

ど

こ

で

勉

強

す

る

ん

だ

べ

。

早

坂

仮

の

教

室

作

る

み

だ

い

だ

ば

。

小

林

ど

さ

？

早

坂

こ

の

東

北

一

の

体

育

館

ば

仕

切

っ

て

教

室

に

す

る

ん

だ

て

聞

い

だ

よ

。
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小

林

ん

だ

の

？

し

た

ら

バ

ス

ケ

ッ

ト

で

ぎ

ね

べ

し

た

。

佐

藤

小

林

さ

ん

、

バ

ス

ケ

ッ

ト

で

な

く

て

「

籠

球

」

だ

べ

。

ま

ず

授

業

で

き

ね

ご

ん

た

ら

、

バ

ス

…

籠

球

も

何

も

な

い

べ

ー

。

小

林

佐

藤

さ

ん

、

今

バ

ス

ケ

ッ

ト

て

言

お

う

と

し

た

べ

。

早

坂

小

林

さ

ん

、

あ

ん

た

か

ら

言

い

出

し

た

ん

だ

べ

。

中

沢

私

、

な

ん

だ

が

、

体

震

え

る

。

早

坂

寒

い

の

？

中

沢

寒

い

の

も

寒

い

げ

ど

、

お

か

な

い

の

。

早

坂

何

、

お

か

な

い

の

？

中

沢

私

ら

疑

わ

れ

で

る

ん

で

な

い

？

私

ら

の

誰

か

が

校

舎

焼

い

だ

ん

で

な

い

が

っ

て

。

小

林

な

し

て

？

漏

電

だ

が

、

ス

ト

ー

ブ

の

不

始

末

だ

が

っ

て

ゆ

て

ん

だ

べ

？

小

遣

い

さ

ん

、

ス
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ト

ー

ブ

は

ち

ゃ

ん

と

消

え

で

い

る

の

ば

見

で

廻

っ

た

っ

て

言

う

ん

だ

が

ら

、

漏

電

な

ん

だ

べ

。

中

沢

ん

で

も

警

察

の

人

だ

べ

、

毎

日

学

校

の

周

り

歩

い

で

ん

の

。

目

つ

き

悪

い

が

ら

分

が

る

も

の

。

佐

藤

新

聞

さ

も

、

あ

れ

だ

け

の

火

事

の

原

因

も

分

が

ら

ね

な

て

当

局

は

何

し

て

ん

だ

ー

て

、

や

ん

や

ん

書

が

っ

で

っ

か

ら

ね

、

あ

ん

ま

り

原

因

分

が

ら

ね

っ

て

い

う

ど

、

生

徒

だ

さ

疑

い

掛

げ

っ

か

も

知

ん

ね

ど

。

松

島

先

輩

。

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

。

小

林

あ

あ

、

松

島

さ

ん

。

片

付

け

の

手

伝

い

？

松

島

は

い

、

私

、

家

近

い

で

す

か

ら

。
（

後

の

生

徒

を

紹

介

し

て

）

乾

さ

ん

。

私

の

近

所

な

ん

で

す

。

小

林

ご

苦

労

さ

ま

。

佐

藤

・

中

沢

ご

苦

労

さ

ま

。

中

沢

三

年

生

？

松

島

は

い

、

も

う

す

ぐ

四

年

生

で

す

け

ど

。
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乾

私

は

二

年

生

で

す

、

も

う

す

ぐ

三

年

生

で

す

け

ど

（

笑

）
。

上

級

生

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

自

己

紹

介

松

島

い

っ

し

ょ

に

こ

の

辺

り

片

付

け

で

い

い

で

す

か

？

小

林

ど

う

ぞ

、

お

願

い

し

ま

す

。

佐

藤

こ

ご

ら

へ

ん

は

二

階

が

図

書

室

だ

け

が

ら

、

こ

れ

全

部

、

本

ば

っ

か

り

。

松

島

あ

れ

が

全

部

燃

え

で

し

ま

っ

た

ん

で

す

ね

。

乾

焦

げ

で

っ

け

ど

、

字

読

め

る

！

先

輩

、

ち

ょ

っ

と

た

が

て

み

で

く

だ

さ

い

。

松

島

に

焼

け

焦

げ

た

本

を

手

渡

す

が

、

頁

が

脆

く

も

崩

れ

落

ち

る

。

乾

あ

あ

、

だ

め

だ

。

中

沢

も

っ

と

読

め

そ

う

な

本

も

あ

っ

た

ん

だ

け

ど

、

み

な

崩

れ

て

し

ま

っ

て

。
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松

島

あ

の

翌

朝

の

集

会

で

、

小

野

校

長

先

生

、

か

わ

い

そ

う

な

ぐ

ら

い

し

お

れ

で

ま

し

た

ね

。

中

沢

気

の

毒

だ

け

ど

責

任

者

だ

も

の

ね

。

こ

れ

だ

け

の

物

、

焼

い

で

し

ま

っ

た

ん

だ

が

ら

。

佐

藤

「

落

ち

ぶ

れ

て

袖

に

涙

の

か

か

る

と

き

人

の

心

の

奥

ぞ

知

ら

る

る

」

だ

っ

け

が

。

中

沢

私

の

姉

ち

ゃ

ん

は

、

あ

ん

ま

り

校

長

先

生

の

ご

ど

好

ぎ

で

な

い

げ

ん

と

な

。

早

坂

お

姉

さ

ん

て

師

範

の

二

年

生

だ

け

が

？

中

沢

ん

だ

、

今

朝

も

い

っ

し

ょ

に

汽

車

で

来

た

の

、

漆

山

が

ら

。

あ

の

向

こ

う

の

方

で

、

あ

れ

、

黒

い

コ

ー

ト

着

っ

た

の

が

私

の

姉

ち

ゃ

ん

。

早

坂

な

し

て

校

長

先

生

ば

嫌

い

な

の

？

中

沢

姉

ち

ゃ

ん

、

校

長

室

で

再

テ

ス

ト

さ

せ

ら

っ

だ

け

の

、

十

二

月

の

テ

ス

ト

で

。

小

林

へ

え

、

さ

っ

ぱ

り

し

ゃ

ね

っ

け

。

な

し

て

再

テ

ス

ト

な

て

し

た

の

？

中

沢

疑

わ

っ

だ

の

。



- 28 -

小

林

何

ば

？

中

沢

カ

ン

ニ

ン

グ

。

佐

藤

カ

ン

ニ

ン

グ

ー

？

中

沢

こ

の

事

は

、

姉

ち

ゃ

ん

と

同

じ

学

級

の

人

し

か

知

ら

な

い

ん

だ

。

早

坂

ほ

ん

て

ん

カ

ン

ニ

ン

グ

な

て

し

た

の

？

中

沢

す

る

わ

げ

な

い

。

姉

ち

ゃ

ん

学

年

で

ず

っ

と

一

番

な

ん

だ

が

ら

。

早

坂

ん

だ

ら

、

な

し

て

？

中

沢

誰

か

と

勘

違

い

さ

っ

だ

ん

で

な

い

が

て

思

う

。

佐

藤

ん

だ

ら

そ

う

言

え

ば

い

い

べ

し

た

。

中

沢

姉

ち

ゃ

ん

そ

う

い

う

ご

ど

言

わ

ん

ね

人

だ

が

ら

。

損

な

質

だ

が

ら

。

た

ち

溶

暗
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語

り

手

十

九

年

の

二

月

の

火

事

。

中

沢

さ

ん

の

姉

千

恵

子

さ

ん

の

学

年

は

そ

の

ゴ

タ

ゴ

タ

の

内

に

卒

業

し

、

自

分

達

の

生

活

の

苦

労

に

紛

れ

て

、

事

件

の

こ

と

を

忘

れ

て

い

き

ま

し

た

。

妹

光

代

さ

ん

も

同

じ

く

三

月

に

高

女

を

去

り

ま

し

た

。

語

り

手

戦

争

が

厳

し

さ

を

増

す

と

、

出

征

す

る

兵

士

に

代

わ

っ

て

、

女

学

生

も

勤

労

動

員

に

加

わ

り

ま

し

た

。

近

隣

の

農

家

へ

行

っ

て

農

作

業

の

手

伝

い

。

こ

れ

は

野

菜

や

果

物

な

ど

食

べ

物

が

い

た

だ

け

る

の

で

う

れ

し

か

っ

た

で

す

。

そ

の

せ

い

か

、

先

生

方

も

交

代

で

引

率

を

引

き

受

け

て

い

る

よ

う

で

し

た

。

戦

争

が

厳

し

さ

を

増

す

と

、

出

征

す

る

兵

士

に

代

わ

っ

て

、

女

学

生

も

勤

労

動

員

に

加

わ

り

ま

し

た

。

近

隣

の

農

家

へ

行

っ

て

農

作

業

の

手

伝

い

。

こ

れ

は

野

菜

や

果

物

な

ど

食

べ

物

が

い

た

だ

け

る

の

で

う

れ

し

か

っ

た

で

す

。

そ

の

せ

い

か

、

先

生

方

も

交

代

で

引

率

を

引

き

受

け

て

い

る

よ

う

で

し

た

。

昭

和

十

九

年

も

夏

が

過

ぎ

、

秋

に

な

る

と

、

県

内

か

ら

男

子

は

中

学

校

、

女

子

は

高

等

女

学

校

の

生

徒

が

関

東

地

方

の

工

場

に

出

向

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

第

一

高

女

で

は

四

年

生

三

ク

ラ

ス

が

川

崎

市

に

行

く

こ

と

に

な

り

、

壮

行

式

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

気

分

は

ま

る

で

修

学

旅

行

で

し

た

。

溶

明

鉢

巻

き

を

し

、

行

列

を

組

ん

で

笑

顔

で

駅

に

向

か

う

生

徒

た

ち

（

松

島

、

瀧

口

、

伊

東

な

ど

）
。
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リ

ュ

ッ

ク

を

背

負

っ

た

り

風

呂

敷

包

み

な

ど

を

持

っ

た

り

し

て

い

る

。

見

送

る

生

徒

た

ち

（

柴

田

、

乾

、

橋

本

、

金

田

な

ど

）
。
「

元

気

で

」
、
「

が

ん

ば

っ

て

」

な

ど

の

掛

け

声

。

金

田

元

気

で

ね

。

本

当

な

ら

私

も

行

が

ん

な

ね

ん

だ

け

ど

。

松

島

金

田

さ

ん

は

お

母

さ

ん

が

ご

病

気

な

ん

だ

が

ら

仕

方

な

い

よ

。
し

っ

か

り

看

病

し

て

く

だ

さ

い

。

か

だ

金

田

本

当

に

元

気

で

ね

。

手

紙

書

く

か

ら

ね

。

生

徒

た

ち

か

ら

「

○

○

ち

ゃ

ー

ん

！

」
「

先

輩

、

お

元

気

で

。
」

な

ど

の

声

が

掛

か

る

。

溶

暗

語

り

手

体

の

弱

い

者

、

家

族

の

看

病

が

必

要

な

者

は

動

員

か

ら

外

れ

て

山

形

に

残

り

ま

し

た

。

し

か

し

当

時

は

そ

れ

が

恥

ず

か

し

い

こ

と

の

よ

う

に

思

わ

れ

た

の

で

し

た

。

さ

て

時

は

再

び

戦

後

に

も

ど

っ

て

…

あ

、

ど

う

も

時

代

が

行

っ

た

り

来

た

り

で

す

み

ま

せ

ん

。

分

か

り

に

く

い

で

し

ょ

う

が

、

作

者

が

ど

う

し

て

も

、

四

年

間

を

こ

う

前

後

し

な

が

ら

、

昭

和

二

十

年

の

あ

の

日

に

た

ど

り

つ

く

書

き

方

に

し

た

い

と

言

う

も

の

で

す

か

ら

。

よ

ろ

し

く

お

つ

き

あ

い

く

だ

さ

い

。

さ

て

第

３

場

は

戦

争

が

終

わ

っ

て

一

年

後

の

昭

和

二

十

一

年

、

夏

の

あ

る

夜

。
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【

３

場

】溶

明

柴

田

す

ご

ぐ

遅

ぐ

な

っ

て

し

ま

た

ね

。

校

友

会

、

長

が

っ

た

か

ら

ね

。

乾

ん

で

も

こ

れ

で

高

女

の

復

興

運

動

は

動

き

出

し

た

ね

！

先

生

方

も

父

兄

の

方

々

も

協

力

的

だ

し

、

新

し

い

校

舎

が

建

つ

ま

で

私

ら

が

ん

ば

っ

べ

ね

。

柴

田

・

橋

本

う

ん

！

橋

本

…

ね

え

、

ス

ズ

ラ

ン

街

通

っ

て

行

が

ね

？

こ

ご

暗

く

て

嫌

ん

だ

、

気

味

悪

い

。

や

乾

ん

で

も

こ

っ

ち

の

方

が

近

い

が

ら

。

橋

本

こ

の

道

で

あ

ん

ま

り

い

い

話

、

聞

が

ね

よ

、

夜

は

。

乾

何

？

何

言

っ

て

ん

の

？

暗

が

り

か

ら

女

が

立

ち

上

が

る

。
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生

徒

た

ち

き

ゃ

あ

！

乾

わ

、

私

ら

の

学

校

で

何

し

て

る

ん

で

す

か

！

女

…

高

女

の

生

徒

さ

ん

か

。

何

し

て

る

っ

て

、

仕

事

し

て

ん

の

さ

。

橋

本

仕

事

っ

て

何

で

す

か

？

女

夜

中

に

こ

だ

な

暗

い

所

さ

立

っ

て

る

ん

だ

が

ら

、

分

か

る

で

し

ょ

。

柴

田

…

パ

ン

パ

ン

、

だ

が

？

女

生

き

る

た

め

の

仕

事

よ

。

お

ま

ん

ま

食

べ

な

き

ゃ

死

ん

じ

ま

う

で

し

ょ

。

乾

汚

ら

わ

し

い

！

女

は

ー

。

あ

ん

た

ら

、

お

上

品

な

女

学

校

の

お

嬢

様

な

て

言

て

も

、

焼

ぎ

餅

で

狂

っ

て

学

校

さ

火

ゆ

つ

け

で

焼

い

で

し

ま

う

ん

だ

も

の

な

。
汚

ら

わ

し

い

私

と

変

わ

ら

な

い

よ

。
お

・

ん

・

な

・

じ

！

、

、

、

、

、

乾

そ

れ

は

た

だ

の

噂

で

す

。

そ

ん

な

人

じ

ゃ

あ

り

ま

せ

ん

！
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女

ど

ん

な

人

だ

っ

て

言

う

の

！

刑

務

所

さ

入

っ

て

だ

ん

で

し

ょ

！

罪

人

じ

ゃ

な

い

の

！

人

が

来

る

気

配

。

女

ま

た

誰

か

来

た

。

今

日

は

余

計

な

客

ば

か

り

き

や

が

る

。

女

、

去

る

。

橋

本

…

そ

り

ゃ

よ

、

ぺ

ん

ぺ

ん

草

の

生

え

っ

だ

焼

け

跡

だ

け

ど

よ

、

こ

ご

は

私

ら

の

学

校

だ

べ

。

そ

ご

さ

、

あ

だ

な

人

入

る

な

て

、

嫌

ん

だ

っ

た

ら

。

情

げ

な

い

こ

ど

。

柴

田

嫌

ん

だ

噂

ば

り

広

ま

っ

し

。

あ

の

人

が

放

火

さ

え

す

ね

が

っ

た

ら

、

こ

だ

な

ご

ど

に

は

な

ら

ね

が

っ

た

の

に

よ

。

人

が

近

づ

く

。
（

懐

中

電

灯

の

明

か

り

）

中

沢

大

丈

夫

？

大

き

な

声

す

っ

か

ら

来

て

み

だ

け

ど

。

お

つ

橋

本

大

丈

夫

で

す

。

な

ん

と

も

な

い

で

す

。



- 34 -

中

沢

明

る

い

道

通

っ

て

帰

り

な

さ

い

ね

。

い

っ

し

ょ

に

行

こ

う

か

？

私

も

駅

か

ら

汽

車

に

乗

っ

て

帰

る

か

ら

。

柴

田

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

乾

中

沢

さ

ん

？

中

沢

さ

ん

で

す

よ

ね

。

乾

で

す

。

小

林

さ

ん

た

ち

と

こ

こ

で

焼

け

跡

の

片

付

け

し

た

時

に

松

島

さ

ん

と

い

っ

し

ょ

に

お

会

い

し

ま

し

た

。

中

沢

え

？

乾

学

校

、

四

年

生

で

お

止

め

に

な

っ

て

、

今

は

ど

ご

が

さ

勤

め

て

い

る

ん

で

す

か

？

中

沢

え

え

…

。

橋

本

中

沢

さ

ん

て

、

あ

な

た

が

あ

の

人

の

妹

さ

ん

？

あ

な

た

の

姉

さ

ん

の

せ

い

で

私

ら

は

学

び

舎

を

無

ぐ

し

た

の

。

伝

統

あ

る

校

舎

ば

失

っ

て

し

ま

っ

た

の

。

私

ら

が

ど

だ

い

に

苦

労

し

て

っ

か

、

分

が

り

ま

す

か

！

柴

田

あ

な

た

の

お

姉

さ

ん

が

火

さ

え

つ

げ

ね

が

っ

た

ら

、

私

ら

こ

だ

い

に

苦

労

す

っ

こ

ど

な

い

ん

だ

け

よ

。

あ

の

校

舎

、

そ

っ

く

り

残

っ

て

い

だ

ら

な

ん

ぼ

が

い

が

っ

た

べ

に

。

そ

れ

が

先

生

と

も

う

一

人

の

生

徒

と

三

角

関

係

に

な

っ

て

…
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乾

柴

田

さ

ん

、

や

め

ろ

。

柴

田

な

し

て

。

み

ん

な

言

っ

て

っ

べ

。

ゆ

乾

ほ

だ

な

た

だ

の

噂

だ

べ

。

世

間

の

人

は

み

な

、

あ

る

ご

ど

な

い

ご

ど

勝

手

に

言

う

も

ん

だ

。

橋

本

乾

さ

ん

、

あ

ん

た

は

犯

人

の

味

方

す

ん

の

が

。

乾

犯

人

の

味

方

て

、

だ

い

た

い

、

本

当

に

放

火

し

た

の

か

ど

う

か

分

が

ら

ね

ん

だ

か

ら

。

橋

本

何

言

っ

て

だ

の

、

裁

判

で

自

分

が

や

っ

た

て

認

め

だ

ん

で

し

ょ

。

ゆ

乾

私

、

今

で

も

信

じ

ら

ん

な

い

。

何

も

証

拠

な

い

ん

だ

が

ら

。

中

沢

さ

ん

！

お

姉

さ

ん

は

、

高

女

で

も

師

範

で

も

成

績

優

秀

で

、

人

柄

も

良

い

人

だ

っ

た

ん

で

し

ょ

う

？

放

火

し

た

な

ん

て

何

か

の

間

違

い

な

ん

で

し

ょ

う

？

世

間

の

噂

で

は

ま

る

で

嫉

妬

に

狂

っ

た

女

み

た

い

に

言

わ

れ

て

ま

す

け

ど

、

本

当

の

と

こ

ろ

は

ど

う

な

ん

で

す

か

？

中

沢

ご

め

ん

な

さ

い

。

本

当

に

す

み

ま

せ

ん

。

姉

の

せ

い

で

み

な

さ

ん

に

迷

惑

か

け

で

し

ま

っ

て

。

や

っ

た

こ

と

は

悪

い

こ

と

な

の

で

本

当

に

申

し

訳

あ

り

ま

せ

ん

。
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中

沢

、

走

り

去

る

。

乾

ま

さ

か

…

、

ほ

ん

て

ん

、

火

つ

け

た

ん

だ

が

…

。

柴

田

乾

さ

ん

、

早

ぐ

あ

べ

は

。

橋

本

ん

だ

、

早

ぐ

あ

べ

。

三

人

去

る

。

溶

暗

語

り

手

中

沢

千

重

子

さ

ん

は

懲

役

八

年

の

判

決

を

受

け

、

栃

木

の

女

囚

刑

務

所

に

服

役

し

ま

し

た

が

、

模

範

囚

と

し

て

三

年

で

仮

釈

放

さ

れ

、

昭

和

二

十

二

年

五

月

、

山

形

に

戻

り

ま

し

た

。

そ

の

際

、

千

重

子

さ

ん

を

裁

い

た

判

事

と

検

事

、

弁

護

士

、

そ

し

て

山

本

校

長

が

同

席

し

て

父

と

娘

を

祝

う

会

が

開

か

れ

た

、

と

の

記

事

が

新

聞

に

載

り

ま

し

た

。

少

し

不

思

議

な

気

が

し

ま

せ

ん

か

？

次

は

今

の

場

面

の

翌

年

、

昭

和

二

十

二

年

の

秋

、

校

友

会

が

企

画

し

た

「

復

興

バ

ザ

ー

」

の

最

中

で

す

。

【

４

場

】
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語

り

手

会

場

は

、

女

子

師

範

学

校

の

第

一

寄

宿

舎

。

こ

こ

の

畳

敷

き

の

部

屋

も

教

室

と

し

て

使

わ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

そ

こ

で

バ

ザ

ー

を

開

催

し

た

の

で

す

。

戦

争

中

に

空

襲

に

備

え

て

新

し

く

作

ら

れ

た

道

路

か

ら

入

っ

て

北

側

が

入

り

口

で

し

た

。

溶

明

朝

、

多

く

の

生

徒

た

ち

が

準

備

を

し

て

い

る

。

受

付

に

乾

た

ち

い

る

。

ユ

キ

と

エ

リ

ザ

ベ

ス

が

登

場

。

乾

早

い

ね

。

開

店

は

九

時

か

ら

だ

よ

。

ユ

キ

で

も

お

客

さ

ん

、

も

う

並

ん

で

い

ま

す

よ

。

何

を

売

る

ん

で

す

か

？

橋

本

赤

ち

ゃ

ん

の

産

着

と

か

、

純

綿

の

割

烹

着

と

か

、

お

手

玉

な

ん

か

の

お

も

ち

ゃ

と

か

、

柴

田

食

べ

物

も

あ

っ

か

ら

、

お

汁

粉

、

お

団

子

、

玉

こ

ん

に

ゃ

く

、

ユ

キ

へ

え

ー

。

グ

ッ

ジ

ョ

ブ

で

す

ね

。

柴

田

、

橋

本

、

販

売

物

の

包

み

を

持

っ

て

退

場

。

中

沢

が

登

場

し

、

バ

ザ

ー

会

場

に

入

ろ

う

と

す

る

。
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乾

中

沢

さ

ん

？

中

沢

光

代

さ

ん

？

ユ

キ

中

沢

光

代

？

乾

待

っ

て

く

だ

さ

い

！

ユ

キ

〔

リ

ズ

、

止

め

て

！

〕

走

り

去

ろ

う

と

す

る

中

沢

を

エ

リ

ザ

ベ

ス

が

止

め

る

。

ユ

キ

〔

リ

ズ

、

手

荒

に

し

な

い

で

〕

ご

め

ん

な

さ

い

。

何

も

し

ま

せ

ん

か

ら

、

安

心

し

て

く

だ

さ

い

。

た

だ

お

話

が

聞

き

た

い

だ

け

で

す

か

ら

。

中

沢

ア

メ

リ

カ

さ

、

何

し

ゃ

べ

ろ

て

や

。

ユ

キ

お

姉

さ

ん

の

こ

と

で

す

。

四

年

前

に

こ

の

校

舎

に

放

火

し

た

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

中

沢

そ

れ

は

…

、

何

を

言

わ

れ

て

も

仕

方

が

な

い

こ

と

で

、

す

み

ま

せ

ん

。

乾

中

沢

さ

ん

、

あ

な

た

の

お

姉

さ

ん

は

特

別

待

遇

の

す

ば

ら

し

い

模

範

囚

で

、

懲

役

八

年

の

と

こ
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ろ

が

新

憲

法

施

行

の

恩

典

も

あ

っ

て

、

た

っ

た

三

年

で

仮

釈

放

に

な

た

ん

で

す

よ

ね

。

新

聞

記

事

さ

は

、

ま

る

で

聖

人

君

子

か

キ

リ

ス

ト

教

の

聖

女

み

だ

い

に

書

が

っ

で

ま

し

た

。

ん

で

も

、

私

ら

は

い

ま

だ

に

校

舎

の

な

い

学

校

で

苦

労

し

て

い

ら

ん

な

ね

ん

で

す

。

私

ら

の

悔

し

い

気

持

ち

が

、

分

が

り

ま

す

か

。

中

沢

本

当

に

す

み

ま

せ

ん

。

少

し

で

も

学

校

建

で

る

役

に

立

で

れ

ば

ど

思

て

来

た

ん

で

す

が

。

私

が

来

て

は

だ

め

だ

っ

た

ん

だ

ね

。

ユ

キ

お

姉

さ

ん

に

会

え

る

で

し

ょ

う

か

？

中

沢

だ

め

だ

。

姉

ち

ゃ

ん

は

誰

ど

も

会

う

つ

も

り

は

な

い

が

ら

。

ユ

キ

で

は

あ

な

た

の

知

っ

て

い

る

事

を

教

え

て

く

だ

さ

い

。

中

沢

何

も

し

ゃ

ね

。

姉

ち

ゃ

ん

と

は

あ

の

日

の

夜

、

警

察

に

連

れ

て

行

か

れ

て

か

ら

ず

っ

と

会

わ

ん

ね

ん

だ

け

も

の

。

面

会

だ

て

父

ち

ゃ

ん

母

ち

ゃ

ん

だ

け

行

っ

た

が

ら

。

戻

て

き

て

が

ら

も

ま

だ

ほ

だ

な

話

な

て

し

て

ね

し

。

ユ

キ

私

、

少

し

調

べ

さ

せ

て

も

ら

っ

た

の

で

す

が

、

お

姉

さ

ん

の

弁

護

士

は

、

自

白

以

外

に

物

的

証

拠

は

何

も

な

い

の

だ

か

ら

無

罪

に

す

べ

き

だ

と

主

張

し

て

い

ま

し

た

ね

。
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中

沢

ん

だ

っ

け

ね

。

ユ

キ

そ

れ

で

も

お

姉

さ

ん

は

自

分

が

や

っ

た

と

自

白

し

た

ん

で

す

ね

。

中

沢

自

白

…

、

自

白

し

た

な

ん

て

信

じ

ら

ん

な

い

。

ユ

キ

証

拠

も

な

い

の

に

な

ぜ

無

罪

を

主

張

し

な

か

っ

た

の

で

し

ょ

う

？

中

沢

あ

ん

た

さ

言

て

も

仕

方

な

い

べ

。

ゆ

ユ

キ

関

係

な

い

外

国

人

だ

か

ら

言

え

る

こ

と

も

あ

る

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

中

沢

…

。

ユ

キ

犯

行

動

機

は

、

世

間

で

し

き

り

に

噂

さ

れ

て

い

る

教

員

と

の

恋

愛

沙

汰

で

は

な

く

、

十

二

月

の

期

末

テ

ス

ト

で

カ

ン

ニ

ン

グ

を

し

て

厳

し

く

叱

ら

れ

た

こ

と

へ

の

恨

み

か

ら

の

こ

と

だ

と

さ

れ

て

い

ま

す

ね

？

中

沢

姉

ち

ゃ

ん

、

カ

ン

ニ

ン

グ

し

た

て

い

う

ご

ど

に

な

っ

て

っ

け

ど

、

学

校

か

ら

は

何

も

処

分

さ

れ

で

い

ね

ん

だ

。

学

校

も

薄

々

間

違

い

だ

て

分

が

っ

て

い

だ

ん

だ

べ

ね

。

姉

ち

ゃ

ん

、

私

の

ご

ど

心

配

し

て

、

仕

方

な

く

認

め

た

ん

だ

べ

。

私

の

た

め

に

。
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そ

の

あ

り

も

し

な

い

カ

ン

ニ

ン

グ

の

前

科

が

あ

る

ば

っ

か

り

に

、

姉

ち

ゃ

ん

が

放

火

の

犯

人

に

仕

立

て

上

げ

ら

っ

だ

ん

だ

。

私

は

そ

う

思

て

る

ん

だ

。

ユ

キ

あ

の

夜

、

お

姉

さ

ん

は

い

つ

も

よ

り

遅

く

帰

宅

し

ま

し

た

ね

。

そ

の

間

の

ア

リ

バ

イ

は

な

か

っ

た

の

で

す

か

？

そ

の

時

間

の

ア

リ

バ

イ

さ

え

あ

れ

ば

、

証

拠

不

十

分

で

無

罪

は

確

実

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

中

沢

あ

の

校

舎

の

燃

え

た

晩

、

姉

ち

ゃ

ん

は

家

さ

遅

ぐ

帰

て

き

た

。

ん

で

も

そ

れ

は

火

つ

け

た

か

ら

で

な

い

ん

だ

。

そ

の

こ

ろ

勉

強

見

で

も

ら

っ

て

だ

人

の

所

さ

寄

っ

て

だ

っ

け

の

。

姉

ち

ゃ

ん

、

そ

の

人

さ

気

遣

っ

て

黙

っ

て

だ

ん

だ

べ

。

ん

だ

が

ら

ア

リ

バ

イ

が

な

い

の

。

ユ

キ

な

ぜ

そ

れ

を

裁

判

で

言

わ

な

か

っ

た

の

で

す

か

？

中

沢

な

ぜ

っ

て

…

、

男

の

人

と

二

人

だ

け

で

一

緒

に

い

だ

な

て

言

え

る

わ

げ

な

が

っ

た

し

…

姉

ち

ゃ

ん

そ

の

人

の

ご

ど

ほ

ん

と

に

好

ぎ

だ

っ

た

が

ら

。

ユ

キ

…

あ

あ

、

そ

う

だ

っ

た

ん

だ

。

中

沢

姉

ち

ゃ

ん

は

何

も

言

わ

な

い

。

今

の

は

私

だ

け

の

考

え

だ

か

ら

、

誰

さ

も

言

わ

ね

で

け

ろ

。

ユ

キ

分

か

っ

た

わ

。

話

し

て

く

れ

て

あ

り

が

と

う

。
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乾

弁

護

士

さ

ん

っ

て

、
あ

の

後

す

ぐ

に

山

形

市

長

さ

な

た

人

だ

が

。
一

年

ぐ

ら

い

で

や

め

だ

げ

ど

。

そ

の

関

係

で

市

役

所

さ

勤

め

だ

ん

で

す

ね

。

中

沢

ん

だ

。

私

の

担

任

の

先

生

は

教

頭

先

生

だ

っ

た

。

教

頭

先

生

も

校

長

先

生

も

、

お

姉

さ

ん

の

こ

と

は

あ

な

た

と

は

関

係

な

い

ん

だ

か

ら

、

五

年

生

に

進

級

し

な

さ

い

っ

て

言

っ

て

く

れ

た

の

。

で

も

や

っ

ぱ

り

居

づ

ら

く

て

、

四

年

生

の

三

月

で

や

め

だ

け

の

は

。

そ

の

後

、

姉

ち

ゃ

ん

の

弁

あ

ど

護

し

て

く

れ

だ

人

か

ら

援

助

し

て

も

ら

て

市

役

所

さ

入

た

の

。

乾

中

沢

さ

ん

、

あ

な

た

も

お

姉

さ

ん

も

犠

牲

者

だ

っ

た

ん

で

す

ね

。

こ

の

時

代

の

。

中

沢

ど

う

だ

が

ね

。

早

ぐ

、

新

し

い

学

校

出

来

っ

ど

い

い

ね

。

中

沢

去

る

。

語

り

手

こ

の

年

の

夏

、

生

徒

た

ち

は

、

県

議

会

へ

の

請

願

デ

モ

行

進

を

行

い

、

後

援

会

は

ノ

ン

・

プ

ロ

野

球

チ

ー

ム

の

大

会

を

企

画

し

、

当

時

の

お

金

で

七

万

円

の

収

入

を

得

た

り

し

ま

し

た

。

も

う

み

ん

な

必

死

で

し

た

。

な

ぜ

な

ら

、

翌

昭

和

二

十

三

年

か

ら

高

等

女

学

校

は

新

制

高

等

学

校

に

移

行

す

る

こ

と

が

決

ま

っ

て

い

て

、

そ

れ

ま

で

に

な

ん

と

し

て

も

新

校

舎

を

建

設

す

る

お

金

を

用

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

の

で

す

。
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昼

、

バ

ザ

ー

の

真

っ

最

中

。

受

付

に

い

る

乾

、

柴

田

、

橋

本

。

様

々

な

人

が

受

付

を

通

っ

て

出

入

り

す

る

。

松

島

登

場

。

松

島

こ

ん

に

ち

は

。

柴

田

あ

っ

、

松

島

先

輩

！

お

久

し

ぶ

り

で

す

。

松

島

す

ご

い

賑

わ

い

ね

ぇ

。

橋

本

も

う

ど

ん

ど

ん

売

れ

て

、

飛

ぶ

よ

う

に

っ

て

こ

う

い

う

こ

と

な

ん

だ

っ

て

。

松

島

こ

れ

な

ら

学

校

も

す

ぐ

に

再

建

で

き

そ

う

ね

。

私

も

何

か

買

っ

て

協

力

す

る

わ

ね

。

乾

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す
！

ユ

キ

、

エ

リ

ザ

ベ

ス

を

伴

っ

て

登

場

柴

田

あ

、

ユ

キ

ー

！

リ

ズ

ー

！

二

人

手

を

振

る
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兵

士

〔

す

ご

い

人

出

で

す

ね

。

外

国

人

の

私

も

紛

れ

て

目

立

た

な

く

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

。
〕

ユ

キ

〔

こ

ん

な

に

多

く

の

人

が

こ

の

学

校

の

再

建

を

願

っ

て

い

る

な

ん

て

感

動

す

る

わ

〕

こ

ん

に

ち

は

、

み

な

さ

ん

。

三

人

こ

ん

に

ち

は

ユ

キ

、

リ

ズ

！

ユ

キ

大

変

な

人

出

で

す

ね

。

柴

田

お

か

げ

さ

ま

で

ー

。

乾

こ

ち

ら

、

松

島

さ

ん

。

私

た

ち

の

二

回

上

の

先

輩

で

す

。

ユ

キ

ど

う

も

、

ユ

キ

・

ワ

イ

ン

バ

ー

グ

で

す

。

こ

ち

ら

の

生

徒

さ

ん

た

ち

と

は

仲

良

く

し

て

も

ら

っ

て

い

ま

す

。

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

。

握

手

を

し

よ

う

と

す

る

ユ

キ

を

睨

み

つ

け

る

松

島

。

松

島

ア

メ

リ

カ

人

見

て

も

、

あ

ま

り

い

い

気

持

ち

は

し

な

い

で

す

ね

。

あ

な

た

た

ち

の

せ

い

で

私

は

友

達

や

先

生

を

失

く

し

た

ん

で

す

。
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ユ

キ

あ

あ

、

東

京

の

近

く

で

、

カ

ワ

サ

キ

で

し

た

か

、

軍

需

工

場

で

働

い

て

い

た

ん

で

す

ね

。

日

本

で

は

町

の

中

に

軍

需

工

場

が

あ

っ

た

の

で

、

町

ご

と

爆

撃

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

の

で

す

。

仕

方

が

な

か

っ

た

の

で

す

。

松

島

嘘

だ

。

ユ

キ

え

？

松

島

無

差

別

爆

撃

だ

べ

。

た

だ

の

人

殺

し

だ

。

乾

先

輩

！

ユ

キ

そ

れ

を

言

う

な

ら

、

都

市

へ

の

無

差

別

爆

撃

は

日

本

が

始

め

た

の

で

す

よ

。

中

国

の

チ

ョ

ン

チ

ン

で

。

松

島

チ

ョ

ン

チ

ン

て

、

重

慶

の

ご

ど

だ

が

。

重

慶

て

、

川

と

川

の

間

さ

あ

る

島

み

だ

い

な

場

所

な

ん

だ

べ

。

そ

だ

な

狭

い

所

さ

何

も

か

も

持

っ

て

国

民

政

府

が

逃

げ

込

ん

だ

の

が

そ

も

そ

も

間

違

い

だ

べ

。

ユ

キ

そ

れ

だ

け

じ

ゃ

あ

り

ま

せ

ん

よ

。

そ

れ

に

、

あ

な

た

方

が

同

盟

を

結

ん

で

い

た

ド

イ

ツ

も

無

差
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別

爆

撃

を

し

ま

し

た

。

ス

ペ

イ

ン

の

ゲ

ル

ニ

カ

と

い

う

町

を

知

っ

て

い

ま

す

か

？

連

合

国

の

都

市

爆

撃

は

、

こ

れ

ら

に

対

す

る

正

当

な

報

復

だ

と

思

い

ま

す

。

松

島

「

せ

ー

と

ー

な

ほ

う

ふ

く

」

だ

て

？

中

国

の

仇

ば

ア

メ

リ

カ

が

討

づ

っ

て

が

。

か

た

き

工

場

だ

て

何

だ

て

関

係

な

ぐ

、

町

の

人

ば

全

部

焼

ぎ

殺

す

つ

も

り

だ

っ

た

ん

だ

べ

。

女

も

子

ど

も

も

、

一

晩

で

千

人

か

ら

死

ん

だ

ん

だ

よ

。

町

ば

焼

夷

弾

で

火

の

海

に

し

て

、

そ

の

中

で

逃

げ

廻

る

人

ば

狙

っ

て

機

銃

で

撃

っ

た

ん

だ

よ

。

燃

え

る

油

ば

そ

の

人

だ

の

上

さ

撒

い

た

ん

だ

よ

。

み

な

、

声

も

上

げ

ね

で

死

ん

で

っ

た

ん

だ

よ

。

…

地

獄

だ

わ

。

ユ

キ

…

。

松

島

私

ら

、

空

襲

の

後

、

鶴

見

の

大

っ

き

な

お

寺

で

寝

っ

だ

ん

だ

け

ど

、

私

、

お

寺

の

裏

で

撃

墜

さ

っ

だ

Ｂ

見

に

行

っ

た

の

。

お

っ

き

な

機

体

だ

っ

た

。

ア

メ

リ

カ

が

憎

く

て

憎

く

て

、

ア

メ

リ

に

ぐ

29

カ

兵

い

だ

ら

、

な

に

し

て

で

も

友

達

や

先

生

の

仇

討

だ

ん

な

ね

っ

て

思

っ

て

い

だ

。

ん

で

も

、

そ

の

機

体

の

中

さ

、

ア

メ

リ

カ

兵

死

ん

で

い

だ

っ

け

の

。

私

、

そ

れ

見

だ

ら

、

何

に

も

で

ぎ

ね

が

っ

た

。

三

人

先

輩

…

。

松

島

私

、

そ

の

機

体

の

破

片

、

拾

っ

て

持

っ

て

き

た

。
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ユ

キ

ど

う

し

て

？

松

島

ど

う

し

て

か

な

。

分

が

ら

な

い

。

ん

で

も

、

そ

い

づ

持

っ

て

い

る

限

り

、

何

が

あ

っ

て

も

友

達

の

こ

と

忘

れ

な

い

よ

う

な

気

が

し

て

。

乾

松

島

先

輩

、

私

た

ち

だ

っ

て

忘

れ

て

い

ま

せ

ん

。

で

も

、

も

う

戦

争

は

、

殺

し

合

い

は

終

わ

っ

た

ん

で

す

。

こ

れ

か

ら

先

の

こ

と

を

考

え

ま

し

ょ

う

。

松

島

何

言

た

た

て

、
日

本

は

負

げ

だ

ん

だ

も

の

な

。
日

本

は

悪

者

、
ア

メ

リ

カ

さ

ん

は

正

義

の

味

方

。

ゆ

ア

メ

リ

カ

は

格

好

良

い

も

ん

な

。
み

な
「

鬼

畜

米

英

」
な

て

ケ

ロ

ッ

と

忘

っ

で

し

ま

た

ん

だ

べ

。

乾

「

敵

は

悪

魔

だ

」

と

思

え

ば

人

は

人

を

殺

せ

る

ん

で

す

。

ア

メ

リ

カ

も

私

た

ち

日

本

人

を

悪

魔

の

よ

う

に

思

っ

て

い

た

ん

で

す

。

で

も

、

本

当

は

ど

ち

ら

も

悪

魔

じ

ゃ

な

か

っ

た

！

松

島

あ

ん

た

ら

仲

良

ぐ

し

て

で

、

い

い

な

あ

。

私

は

だ

め

だ

。

松

島

、

去

る

乾

ご

め

ん

な

さ

い

ね

。

先

輩

は

心

が

ひ

ど

く

傷

つ

い

て

い

る

ん

で

す

。

ユ

キ

わ

か

り

ま

す

。

私

は

大

丈

夫

で

す

。
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兵

士

「

ア

イ

、

ア

ム

、

サ

ス

カ

エ

ナ

イ

ッ

ス

。
」

三

人

あ

。
（

笑

い

）

ユ

キ

み

な

さ

ん

、
学

校

の

こ

と

だ

け

ど

、
ま

だ

言

っ

ち

ゃ

い

け

な

い

ん

だ

け

ど

、
決

ま

り

ま

し

た

よ

。

乾

え

？

何

で

す

っ

て

？

ユ

キ

父

が

言

っ

て

い

ま

し

た

。

日

飛

の

跡

地

を

、

あ

そ

こ

の

従

業

員

の

教

育

施

設

だ

っ

た

所

を

あ

な

た

が

た

に

譲

る

っ

て

。

三

人

え

え

っ

！

本

当

に

！

ユ

キ

内

部

で

は

決

ま

っ

た

こ

と

な

ん

で

す

っ

て

。

あ

と

は

発

表

を

待

つ

ば

か

り

。

柴

田

や

っ

た

！

私

た

ち

の

復

興

運

動

は

成

功

し

た

の

よ

！

乾

あ

り

が

と

う

。

あ

な

た

に

も

お

礼

を

言

う

わ

。

ユ

キ

良

か

っ

た

わ

ね

。

で

も

あ

そ

こ

は

狭

い

わ

。

こ

れ

か

ら

校

舎

を

も

っ

と

建

て

増

し

し

な

い

と

い
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け

な

い

で

す

よ

。

橋

本

ん

だ

か

ら

バ

ザ

ー

や

る

ん

だ

べ

！

じ

ゃ

ん

じ

ゃ

ん

売

っ

て

稼

が

ん

な

ね

！

ユ

キ

私

は

ア

メ

リ

カ

に

帰

り

ま

す

。
母

が

帰

っ

て

き

な

さ

い

っ

て

う

る

さ

い

の

。
学

校

も

あ

る

し

ね

。

ア

メ

リ

カ

と

日

本

は

本

当

に

ひ

ど

い

戦

争

を

し

た

け

れ

ど

、

こ

れ

か

ら

は

き

っ

と

良

い

パ

ー

ト

ナ

ー

に

な

れ

る

と

思

う

。

あ

な

た

が

た

日

本

人

は

私

の

母

と

同

じ

で

と

て

も

賢

く

て

優

し

い

人

た

ち

だ

っ

て

分

か

っ

た

か

ら

。

こ

ん

な

人

た

ち

を

野

蛮

な

モ

ン

ス

タ

ー

み

た

い

な

イ

メ

ー

ジ

に

作

り

上

げ

て

、

た

く

さ

ん

殺

し

た

の

は

恐

ろ

し

い

過

ち

ね

。

ア

メ

リ

カ

も

謝

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

許

し

て

く

れ

ま

す

か

？

乾

許

す

な

ん

て

、

私

ら

は

負

け

た

ん

だ

か

ら

…

。

で

も

、

お

互

い

に

間

違

い

を

繰

り

返

さ

な

い

よ

う

に

、

手

を

取

り

合

っ

て

行

き

ま

し

ょ

う

。

ユ

キ

え

え

。

握

手

す

る

二

人

溶

暗

語

り

手

今

私

た

ち

の

学

校

が

あ

る

場

所

で

校

舎

の

再

建

が

始

ま

り

ま

し

た

。

建

設

場

所

の

整

地

、

建

物

の

清

掃

、

そ

し

て

冬

の

冷

た

い

雨

の

中

で

の

引

っ

越

し

と

ま

だ

ま

だ

苦

労

は

続

く

の

で

す

が

、
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お

話

は

そ

ろ

そ

ろ

結

び

に

近

づ

き

ま

し

た

。

【

５

場

】

語

り

手

次

の

場

面

は

、

昭

和

二

十

年

三

月

、

川

崎

市

の

明

治

産

業

（

今

の

明

治

製

菓

で

す

ね

）

の

寮

で

の

様

子

で

す

。

布

団

を

か

ぶ

っ

て

寝

て

い

ま

す

が

、

何

か

ゴ

ソ

ゴ

ソ

し

て

い

る

よ

う

で

す

ね

。

溶

明

荒

木

松

島

さ

ん

、

何

し

っ

た

の

？

シ

ラ

ミ

で

も

い

だ

の

が

？

松

島

シ

ラ

ミ

な

て

、

昨

日

風

呂

炊

い

で

入

っ

た

ん

だ

か

ら

い

ね

よ

。

あ

れ

、

校

庭

で

何

か

の

式

で

、

み

ん

な

並

ん

で

て

さ

、

そ

ん

で

豚

。

瀧

口

豚

？

あ

あ

ー

、

寄

宿

舎

で

飼

っ

て

た

子

豚

。

松

島

そ

れ

が

、

み

ん

な

並

ん

で

い

だ

所

さ

走

て

き

て

、

四

人

あ

は

は

。

伊

東

み

な

し

て

追

っ

か

け

で

、

は

は

。

お

も

し

ゃ

い

っ

け

ね

。
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四

人

の

笑

い

声

遠

く

に

空

襲

警

報

の

サ

イ

レ

ン

と

爆

音

松

島

（

窓

の

外

を

見

や

る

）

東

京

、

空

襲

さ

っ

で

だ

ば

。

瀧

口

三

月

十

日

零

時

半

。

ア

メ

リ

カ

は

私

ら

ば

眠

ら

せ

ね

つ

も

り

な

ん

だ

ね

。

伊

東

汽

車

、

動

く

べ

が

。

私

、

山

形

さ

帰

る

ん

だ

げ

ん

と

。

瀧

口

伊

東

さ

ん

、

看

護

婦

に

な

る

学

校

さ

行

ぐ

ん

だ

け

ね

。

伊

東

ん

だ

。

ま

だ

卒

業

し

て

ね

の

に

、

も

う

看

護

学

校

の

制

服

も

ら

た

ん

だ

じ

ゃ

。

瀧

口

い

い

な

あ

、

帰

れ

で

。

そ

の

内

、

師

範

さ

合

格

し

た

人

も

農

家

の

人

も

帰

る

ん

だ

べ

ー

、

残

ん

の

三

十

人

ぐ

ら

い

だ

じ

ゃ

あ

。

松

島

私

ら

の

卒

業

式

、

ど

う

な

る

ん

だ

べ

ね

？

伊

東

山

本

校

長

先

生

が

川

崎

さ

い

ら

し

ゃ

っ

て

、

卒

業

証

書

く

だ

さ

る

っ

て

話

だ

ば

。
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松

島

へ

え

、

こ

っ

ち

で

す

ん

の

。

瀧

口

四

年

生

で

繰

り

上

げ

卒

業

が

ー

。

卒

業

し

た

ら

動

員

解

除

で

山

形

さ

帰

れ

ん

の

？

松

島

こ

の

時

局

だ

も

の

工

場

の

仕

事

や

め

ら

ん

な

い

べ

し

た

。

そ

れ

に

、

山

形

さ

帰

っ

た

て

ど

ご

か

の

工

場

さ

動

員

さ

れ

る

だ

け

だ

べ

。

伊

東

明

治

さ

い

だ

ら

、

仕

事

は

楽

だ

し

、

お

菓

子

の

詰

め

合

わ

せ

も

ら

え

る

し

、

あ

れ

山

形

の

弟

さ

送

っ

て

や

た

ら

喜

ん

で

だ

よ

。

今

時

甘

い

も

の

も

な

い

が

ら

ね

。

明

治

は

良

い

っ

け

な

。

荒

木

私

も

送

っ

て

や

た

よ

。

そ

れ

よ

り

あ

れ

だ

べ

伊

東

さ

ん

、

私

ら

の

作

っ

た

製

品

受

け

取

り

に

来

る

、

神

奈

川

中

学

の

学

生

さ

ん

、

あ

の

男

の

人

い

だ

か

ら

良

が

っ

た

ん

だ

べ

。

松

島

あ

ー

、

あ

の

背

の

高

い

人

。

伊

東

何

、

何

言

て

だ

の

。

ほ

だ

な

ん

ね

ず

。

ゆ

三

人

あ

は

は

。

滝

口

ん

で

も

同

じ

ぐ

工

場

で

働

ぐ

ん

だ

っ

た

ら

、

家

族

と

一

緒

に

い

ら

れ

る

方

が

い

い

べ

。

こ

だ

な
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遠

ぐ

で

、

親

兄

弟

離

れ

ば

な

れ

で

い

だ

ぐ

な

い

。

松

島

（

東

京

方

面

を

見

て

）

今

日

は

な

ん

だ

が

す

ご

い

な

。

空

、

真

っ

赤

だ

。

伊

東

歌

舞

伎

座

も

焼

げ

っ

だ

べ

が

。

私

、

一

回

行

っ

て

み

だ

か

っ

た

。

瀧

口

あ

の

下

さ

、

人

、

い

る

ん

だ

な

。

荒

木

明

日

は

我

が

身

だ

べ

。

瀧

口

や

ん

だ

、

お

か

な

い

ご

ど

言

わ

ね

で

け

ろ

。

ゆ

し

ば

し

の

沈

黙

松

島

Ｂ

低

い

な

あ

、
あ

い

づ

ば

撃

墜

で

ぎ

ね

の

が

な

あ

。
鉄

砲

で

撃

っ

た

て

当

だ

る

ん

で

な

い

が

。

29

荒

木

松

島

さ

ん

は

勇

ま

し

い

ず

ね

。

男

だ

っ

た

ら

少

年

兵

に

な

っ

て

た

で

し

ょ

。

松

島

ア

メ

リ

カ

ば

爆

撃

で

ぎ

る

秘

密

兵

器

あ

っ

た

ら

良

い

ん

だ

け

ど

な

。

ん

で

も

、

東

京

あ

だ

い

爆

撃

さ

れ

る

ん

で

は

お

終

い

で

な

い

が

？

中

国

だ

ら

、

南

京

だ

の

武

漢

だ

の

何

回

首

都

ば

占

領

さ

っ

で

も

、

奥

さ

奥

さ

果

て

は

重

慶

ま

で

逃

げ

て

行

げ

っ

け

ん

ど

、
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日

本

は

逃

げ

る

い

場

所

な

い

も

の

な

。

伊

東

松

島

さ

ん

、

お

終

い

っ

て

、

日

本

負

げ

る

っ

て

か

？

瀧

口

ほ

だ

な

ご

ど

言

た

ら

だ

め

だ

べ

。

ゆ

松

島

あ

れ

ば

見

だ

ら

、

分

が

っ

べ

。

三

人

沈

黙

し

て

窓

外

の

光

景

を

見

つ

め

る

。

溶

暗

語

り

手

四

月

四

日

、

つ

い

に

川

崎

市

も

米

軍

の

空

襲

を

受

け

ま

し

た

。

こ

の

状

況

で

は

勤

労

動

員

の

継

続

は

危

険

だ

と

判

断

し

、

学

校

も

生

徒

の

引

き

上

げ

を

考

え

て

い

ま

し

た

。

し

か

し

、

時

す

で

に

遅

く

、

四

月

十

五

日

夜

十

時

こ

ろ

、

川

崎

市

へ

の

大

空

爆

が

始

ま

り

ま

し

た

。

そ

の

時

の

様

子

を

、

五

十

回

忌

法

要

の

際

に

捧

げ

ら

れ

た

弔

辞

か

ら

朗

読

し

ま

す

。

就

寝

後

ま

も

な

く

、
不

気

味

に

鳴

り

響

く

空

襲

警

報

の

サ

イ

レ

ン

に

眠

り

を

覚

ま

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

頃

、

連

日

夜

中

の

空

襲

警

報

で

起

こ

さ

れ

て

い

た

私

た

ち

は

「

あ

あ

ま

た

か

」

と

眠

い

目

を

こ

す

り

な

が

ら

い

つ

も

の

よ

う

に

防

空

ず

き

ん

と

救

急

カ

バ

ン

を

身

に

つ

け

、

防

空

壕

に

駆

け

込

み

ま

し

た

。

で

も

、

そ

の

夜

は

な

か

な

か

解

除

の

サ

イ

レ

ン

が

鳴

ら

ず

、

い

つ

も

は

川

崎
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市

の

上

空

を

素

通

り

し

て

い

た

Ｂ

の

爆

音

が

間

近

に

な

っ

た

と

思

う

と

ま

も

な

く

激

し

い

爆

29

撃

音

が

聞

こ

え

て

き

ま

し

た

。

壕

の

入

り

口

か

ら

外

を

の

ぞ

い

て

み

る

と

、

す

で

に

敵

機

の

投

下

し

た

照

明

弾

で

ま

わ

り

は

真

昼

の

よ

う

に

明

る

く

な

っ

て

お

り

、

焼

夷

弾

で

人

家

が

燃

え

空

も

真

っ

赤

に

染

ま

っ

て

い

ま

し

た

。

そ

の

う

ち

パ

チ

パ

チ

と

物

が

燃

え

る

音

が

し

た

の

で

壕

の

外

に

出

て

み

る

と

す

ぐ

傍

ら

の

柵

が

燃

え

始

め

て

い

ま

し

た

。
こ

の

ま

ま

で

は

危

な

い

と

思

い

、

大

声

で

他

の

壕

に

い

ら

っ

し

ゃ

る

先

生

を

呼

び

ま

し

た

が

、

あ

た

り

は

煙

に

か

す

ん

で

よ

く

見

え

ず

、

ま

た

激

し

い

爆

音

と

爆

撃

音

で

も

う

何

も

聞

こ

え

ま

せ

ん

で

し

た

。

仕

方

が

な

い

か

ら

私

た

ち

だ

け

で

逃

げ

よ

う

と

み

ん

な

で

壕

を

飛

び

出

し

ま

し

た

。

動

員

先

の

明

治

製

菓

の

工

場

と

寮

の

往

復

だ

け

で

、

ぜ

ん

ぜ

ん

川

崎

の

町

の

地

理

も

わ

か

ら

な

い

私

た

ち

は

た

だ

逃

げ

て

い

く

町

の

人

々

の

後

に

つ

い

て

走

る

し

か

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。
爆

撃

は

ま

す

ま

す

激

し

く

な

り

、

雨

の

よ

う

に

降

り

落

ち

る

焼

夷

弾

が

あ

ち

こ

ち

で

燃

え

上

が

る

中

を

、

私

た

ち

は

何

度

か

道

ば

た

の

わ

ず

か

な

水

た

ま

り

に

身

を

伏

せ

な

が

ら

三

々

五

々

手

を

つ

な

い

で

必

死

に

逃

げ

回

り

ま

し

た

。

子

ど

も

を

背

に

し

た

母

親

、

大

き

な

荷

物

を

抱

え

た

人

な

ど

、

近

く

を

走

っ

て

い

た

人

た

ち

が

次

々

と

倒

れ

て

い

く

有

り

様

は

ま

さ

に

地

獄

の

様

相

で

し

た

。

空

襲

警

報

轟

々

た

る

Ｂ

の

爆

音

と

焼

夷

弾

の

落

下

音

、
機

銃

掃

射

の

音

が

耳

を

聾

す

る

ば

か

り

で

あ

る

。

29

そ

の

中

で

弔

辞

を

朗

読

す

る

生

徒

（

語

り

手

そ

の

声

は

轟

音

の

中

で

も

聞

き

取

れ

る

）

そ

の

後

景

に

二

～

三

人

ず

つ

が

登

場

し

、

撃

た

れ

、

焼

か

れ

、

倒

れ

て

い

く

。

轟

音

が

止

み

、

静

寂

が

訪

れ

る

。

や

が

て

倒

れ

て

い

る

人

々

が

一

人

ず

つ

ゆ

っ

く

り

と

起

き

上

が

り

つ

つ

、

次

の

台

詞

を

言

う

。
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人

々

私

が

何

を

し

た

と

い

う

の

？

私

が

誰

か

を

傷

つ

け

た

の

？

私

が

誰

か

の

も

の

を

奪

っ

た

の

？

私

の

生

活

を

返

し

て

く

だ

さ

い

。

私

の

家

族

を

返

し

て

く

だ

さ

い

。

私

の

命

を

返

し

て

く

だ

さ

い

。

私

た

ち

が

何

を

し

た

と

い

う

の

で

し

ょ

う

！

溶

暗

語

り

手

翌

日

、

亡

く

な

っ

た

生

徒

た

ち

と

田

中

恵

美

先

生

を

荼

毘

に

付

し

ま

し

た

。

田

ん

ぼ

の

中

で

、

だ

び

あ

り

あ

わ

せ

の

板

や

木

切

れ

を

集

め

て

長

い

時

間

を

か

け

て

お

骨

に

し

ま

し

た

。

半

年

間

暮

ら

し

た

寮

は

焼

け

て

し

ま

っ

た

の

で

、

東

芝

の

組

は

秋

田

中

学

の

生

徒

が

入

っ

て

い

た

別

の

寮

に

、

明

治

の

組

は

鶴

見

ま

で

歩

い

て

、

総

持

寺

と

い

う

大

き

な

お

寺

に

身

を

寄

せ

ま

し

た

。

そ

の

二

日

後

、

山

形

か

ら

校

長

先

生

や

県

の

職

員

、

生

徒

の

親

が

夜

行

列

車

で

駆

け

つ

け

ま

し

た

。

生

徒

た

ち

は

着

の

身

着

の

ま

ま

で

ま

る

三

日

間

を

過

ご

し

、

同

級

生

の

遺

骨

と

共

に

四

日

目

に

故

郷

の

駅

に

も

ど

り

ま

し

た

。

ふ

る

さ

と

で

も

彼

女

ら

の

目

の

前

に

は

や

は

り

焼

け

跡

が

、

あ

の

校

舎

の

焼

け

跡

が

あ

っ

た

の

で

し

た

。
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溶

明

語

り

手

生

徒

た

ち

が

山

形

駅

を

出

る

と

、

学

校

ま

で

の

道

に

卒

業

生

や

た

く

さ

ん

の

町

の

人

々

が

出

て

迎

え

て

く

れ

ま

し

た

。

ス

ズ

ラ

ン

街

は

泣

き

声

で

い

っ

ぱ

い

で

し

た

。

学

校

に

近

づ

く

と

、

正

門

に

向

か

う

桜

並

木

の

道

の

両

側

に

在

校

生

徒

が

立

ち

並

び

、

急

い

で

生

徒

が

作

詞

し

音

楽

の

先

生

が

作

っ

た

弔

歌

を

歌

っ

て

い

る

の

で

し

た

。

柴

田

来

た

の

で

、

歌

い

ま

し

ょ

う

。
（

歌

い

出

し

の

合

図

を

す

る

）

遺

骨

を

首

か

ら

提

げ

、

抱

い

て

歩

く

生

徒

た

ち

。

弔

歌

を

歌

い

な

が

ら

迎

え

る

生

徒

た

ち

。

さ

生

徒

Ａ

熊

ち

ゃ

ん

！

熊

谷

さ

ん

！

伊

東

ご

め

ん

な

さ

い

！

私

ば

か

り

、

先

に

帰

っ

て

来

て

し

ま

っ

て

！

金

田

な

し

て

、

な

し

て

み

ん

な

死

な

ん

な

ね

の

！

み

ん

な

死

ぬ

ん

だ

っ

た

ら

、

私

も

母

ち

ゃ

ん

ば

人

さ

頼

ん

で

、

川

崎

さ

行

け

ば

い

が

っ

た

！

生

徒

Ｂ

荒

木

さ

ん

、

荒

木

さ

ん

！

生

徒

Ｃ

鈴

木

さ

ー

ん

！
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生

徒

た

ち

田

中

せ

ん

せ

ー

！

生

徒

Ｄ

奥

山

さ

ー

ん

！

や

が

て

音

楽

桜

が

は

ら

は

ら

と

散

り

、

風

に

流

れ

る

。

松

島

が

ひ

と

り

前

に

出

て

く

る

。

松

島

桜

が

満

開

で

し

た

。

そ

の

時

か

ら

私

は

少

し

桜

が

嫌

い

に

な

り

ま

し

た

。

音

楽

が

高

ま

り

、

劇

中

の

芝

居

は

終

わ

り

。

音

楽

切

れ

る

。

溶

暗

【

エ

ピ

ロ

ー

グ

】

溶

明

全

員

整

列

し

て

い

る

。

語

り

手

こ

れ

で

私

た

ち

の

お

芝

居

は

終

わ

り

で

す

。

最

後

ま

で

ご

覧

い

た

だ

き

、

ま

こ

と

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。
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全

員

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。
（

礼

）

幕

が

下

り

た

体

で

礼

か

ら

直

り

、

そ

れ

ぞ

れ

が

そ

れ

ぞ

れ

の

思

い

を

持

ち

つ

つ

片

付

け

に

か

か

る

と

こ

ろ

で

、

幕


